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フリードレーン選定表/
直立水路

直立水路

形状・寸法
重量表

標準敷設図

■ 施工上の注意

■寸法・重量表

呼　称 寸　　　法（mm） 参考重量
（kg）H A B

  600
  700
  800
  900
1000
1200
1400
1500
1600
1800
2000

  600
  700
  800
  900
1000
1200
1400
1500
1600

261
272
322
383
433
511
566
577
638

180
180
230
280
330
380
430
430
480

100
100
100
100
100
100
100
100
100

100
100
100
100
100
100
100
100
100

C
61
72
72
83
83

111
116
127
138

C1 D
50
50
50
50
50
50
50
50
50

D1
145
165
200
235
280
395
490
545
625

張出筋
（径×本）

D10×5
D10×5
D10×6
D10×6
D10×7
D10×8
D13×7
D13×7
D13×7

280
313
357
390
433
520
607
650
693

E
  60
  70
  80
  90
100
120
140
150
160

f
50
50
50
50
50
50
50
50
50

t1
  60
  70
  70
  80
  80
105
110
120
130

t2
  80
  80
  90
  90
100
120
140
150
160

t3
  680
  780
  890
  990
1100
1320
1540
1650
1760

H1
1000
1000
1000
1000
1000
1000
1000
1000
1000

L

（10m当り）■標準敷設材料表

※本表は参考であり、現場の状況に応じ適且変更してください。

基礎材 均しコンクリート 敷モルタル直立水路
（本）

幅（m）
  600
  700
  800
  900
1000
1200
1400
1500
1600

20
20
20
20
20
20
20
20
20

0.722+x
0.744+x
0.844+x
0.966+x
1.066+x
1.222+x
1.332+x
1.354+x
1.476+x

m2

  7.22+10・x
  7.44+10・x
  8.44+10・x
  9.66+10・x
10.66+10・x
12.22+10・x
13.32+10・x
13.54+10・x
14.76+10・x

幅（m）
0.722+x
0.744+x
0.844+x
0.966+x
1.066+x
1.222+x
1.332+x
1.354+x
1.476+x

m3

0.361+0.5・x
0.372+0.5・x
0.422+0.5・x
0.483+0.5・x
0.533+0.5・x
0.611+0.5・x
0.666+0.5・x
0.677+0.5・x
0.738+0.5・x

m3

0.048
0.050
0.060
0.073
0.083
0.098
0.109
0.111
0.124

0.018+0.9・x
0.018+0.9・x
0.020+1.0・x
0.020+1.0・x
0.022+1.1・x
0.026+1.3・x
0.030+1.5・x
0.032+1.6・x
0.034+1.7・x

呼　称
基　礎　工 底　　版

コンクリート
（m3）

許容寸法（mm） H A・Lt1・ｔ2・ｔ3

H＝600～900
H＝1000～1600

±5
±8 ±5+5・-2

選定表

浮力破壊防止用「ウィープホール MJ50」（オプション）

■フリードレーン選定表

１．底版コンクリートはδck=21N/mm2以上を使用してください。
２．鉄筋
　◎主鉄筋は張出筋と同径・同本数とします。
　◎配力筋は、D10以上で主筋より1ランク下の径で鉄筋ピッチ250前

後で配筋してください。
３．底版コンクリート打設後直後の埋戻し、車両の通行は打設部をい

ためるので注意してください。
４．埋戻しは両側均等に行ってください。
５．底版コンクリートは必要に応じて、伸縮目地を設けてください。

※1.サイズにより異なりますので、お問い合わせください。
※2.T-6横断走行は乗入れ程度です。
※3.T-14横断走行は乗入れ程度です。

CASE-1 CASE-2
縦断走行（蓋版設置無し） 盛土+縦断走行

CASE-3

縦断走行（蓋版設置） 横断走行（蓋版設置）

CASE-4モデル

T荷重
規格

接近距離X 接近距離X 最大盛土高
T-  2
T-  6
T-10
T-  6
T-10
T-14
T-14
T-25

0.00m
0.25m
0.50m
0.25m
0.25m
0.25m
0.25m
0.50m

1.50m
1.50m
1.50m
3.00m
3.00m
3.00m
5.00m
5.00m

－
－
－
○
○
×
○
×

－
－
－

※2
×
×

※3
×

0.25m
※1
※1

0.25m
0.25m
0.25m
0.25m

※1

Ⅰ 型

Ⅱ 型

Ⅲ 型

■形状・寸法

●特長

使用例

弁の方向はセット後も調整が可能です。
経年劣化に伴う弁の交換が容易です

■長さについて

延長方式により45mm以上無制限

■標準敷設図

1.浮力対策
水路にかかる地下水の浮力を逃がし、水路の破壊を防ぎます。
2.逆流防止
水路内からの逆流を最小限に抑え、裏込め流出による地盤の洗
掘と陥没を抑える効果が得られます。更に水資源を有効的に利
用でき、メンテナンスが簡略化される効果が見込めます。
3.作業性の容易さ
現場での作業が簡単で、施工後
弁の向きも調整できます。
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30･φ以上 

張出筋

敷モルタル（ｔ＝10）
均しコンクリート（ｔ＝50）

底版コンクリート

ｂ ｘ
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基礎材（ｔ＝150）
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H 1

E

t 3
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営業担当にお問い合わせください。




